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人口構成割合実績および推計
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▲行政評価委員会での審議の様子
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扶助費の推移実績
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第２次行財政改革大綱を策定しました
　行財政改革の目的は、最小の経費で（経済性）、最大の効果（効率性）を発揮し、市民にとって真に必要なサービス
の提供（有効性）を実現することです。
　生産年齢人口の減少、超高齢社会の到来といった状況を迎え、予算や人員が限られる中で、必要な市民サービス
を提供し、かつ安定した行政経営を続けるためには、行政組織の力をこれまで以上に発揮することと、状況に応じ
た経費（予算）の再配分が必要となります。

行
財
政
改
革
大
綱
と
は

　

国
や
地
方
自
治
体
が
行
う
改
革
の
一

つ
で
す
。
行
政
内
部
の
や
り
方
を
変
え
、

財
政
面
で
の
経
費
節
減
や
、
効
率
性
の

向
上
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
本
当

に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
健
全
な
行
財
政
を
維
持
す

る
た
め
に
、『
第
二
次
行
財
政
改
革
大
綱

（
以
下
、「
大
綱
」）』お
よ
び『
第
二
次
行

財
政
改
革
大
綱
実
施
計
画（
以
下
、「
大

綱
実
施
計
画
」）』を
策
定
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
ま

で
に
行
っ
た
第
一
次
行
財
政
改
革
大
綱

の
成
果
と
反
省
点
を
踏
ま
え
、
引
き
続

き
平
成
24
年
度
か
ら
５
年
間
、
庁
内
一

丸
と
な
っ
て
行
政
経
営
の
効
率
化
に
取

り
組
ん
で
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　

大
綱
に
は
、
行
財
政
に
お
け
る
改
革・

改
善
の
基
本
方
針
を
示
し
、
取
り
組
み

の
具
体
的
方
向
性
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

大
綱
実
施
計
画
に
は
、
改
革・
改
善
を
推

進
し
て
い
く
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組

み
項
目
と
、
そ
の
目
標
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
策
定
し
た
大
綱
で
は
、
引
き
続

き
既
存
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
歳
出
減

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
必
要
な
事
業
に

は
財
源
や
人
員
を
配
置
し
、
将
来
に
向

け
て
の
準
備
や
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
大
き
な
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
掲
げ
た
改
革
項
目
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
一
方

で
時
代
の
情
勢
、
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対

応
し
な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

策
定
の
経
緯

　

各
部
署
で
前
大
綱
の
振
り
返
り
を
行

い
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
改
革・
改
善
事

項
の
提
案
や
、
行
政
経
営
の
視
点
に
よ

り
項
目
を
抽
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
改
革
に
あ
た
っ
て
は
行
政
内

の
横
断
的
な
連
携
強
化
を
図
る
た
め
、

改
革
テ
ー
マ（
窓
口
改
善
、
定
住
化
促
進
、

施
設
維
持
管
理
、
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）を
絞

り
、
庁
内
各
部
署
か
ら
職
員
を
集
め
、

課
題
の
情
報
共
有
を
行
い
、
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
担
当
部
署
間
を
超
え
た

議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
論
の
結
果
を
も
と
に
、
主
に
市
民

で
構
成
さ
れ
る
市
の
附
属
機
関
の
行
政

評
価
委
員
会
で
審
議
を
重
ね
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

計
画
の
構
成

　

計
画
は
、
以
下
の
三
つ
の
分
野
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

○
組
織・シ
ス
テ
ム

　

○
財
政・財
産

　

○
市
民
サ
ー
ビ
ス

　

さ
ら
に
、
大
綱
実
施
計
画
で
は
、
具

体
的
に
取
り
組
む
事
項
と
し
て
、
41
項

目
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
中

の
12
項
目
を
特
に
重
点
的
に
取
り
組
む

項
目
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
12
項
目
に
関
し
て
は
、
着
実
に

進
め
る
た
め
、
行
政
経
営
の
立
場
か
ら

管
理
を
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

重
点
的
に
取
り
組
む
12
項
目

○
職
員
数・年
齢
構
成
の
適
正
化

○
庁
舎
統
合

○
庁
内
連
携
の
強
化

　

・
窓
口
改
善

　

・
定
住
化
促
進

　

・ 

統
合
型
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
の
有

効
活
用

○
保
育
所
の
再
編

○ 

市
立
幼
稚
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の

検
討

○
補
助
金
の
適
正
化

○ 

目
標
管
理
に
基
づ
く
滞
納
処
分
の
強

化
○
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
導
入

○ 

橋
梁
の
予
防
保
全
措
置
に
よ
る
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
縮
減

○
庁
舎
窓
口
の
改
善

○
住
民
票
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
実
施

○ 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
普
及
お
よ

び
汎
用
性
の
向
上

左上図：国勢調査に
よる人口の構成割合
と、今後の推計割合。

左図：福津市および
近隣市町の過去１０
年間の人口増加率。
福津市のみが減少。

左上図：合併以降の扶助費の推移。年々増加し、今
後も増加が見込まれる。

右上図：合併以降の市の物件費の推移。年々増加傾
向にあり、今後も施設の維持改修費などによる増加
が見込まれる。平成１８年度の増加は、合併に伴う
電算システムの改修に伴うもの。

右下図：合併以降の市の税収の推移。平成１９年の増
加は、税源移譲によるもの。
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▲ 昭和47年に建設された津屋崎公民館▲ 昭和57年に建設された福間庁舎

▲ 平成19年度に統合した市民課窓口

大
綱
お
よ
び
大
綱
実
施
計
画
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
福
間
・
津
屋

崎
庁
舎
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
行
政
経
営
企
画
課

（
福
間
庁
舎
）　

☎
４
３
・
８
１
２
１

取
り
組
み
の
内
容
に
つ
い
て

　

重
点
項
目
と
し
て
掲
げ
る
項
目
の
う

ち
、
２
項
目
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

【
庁
舎
連
携
の
強
化

：

窓
口
改
善
】

　

昨
年
ま
で
実
施
し
て
き
た
前
大
綱
に

も
取
り
組
み
項
目
と
し
て
挙
げ
て
お
り
、

窓
口
部
門
の
一
本
化
に
よ
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス（
住
民
票
、
税
証
明
の

発
行
や
、
戸
籍
に
関
す
る
届
け
出
、
福

祉
関
係
に
関
す
る
手
続
き
が
一
つ
の
窓

口
で
で
き
る
）の
実
現
を
掲
げ
、
検
討
、

取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

す
で
に
導
入
し
て
い
る
他
の
市
と
比

較
、
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
費
用
面
や

転
出
入
者
数
な
ど
の
条
件
か
ら
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
福
津
市
に
導
入

す
る
と
か
え
っ
て
非
効
率
的
で
は
な
い
か

と
判
断
す
る
に
至
り
、
導
入
を
見
送
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
平
成
19
年
度
に
市
民
課
と

国
保
年
金
課
の
統
合
を
実
施
し
、
窓
口

の
統
合
と
人
員
の
削
減
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
綱
実
施
計
画
で
は
、
何
も

か
も
が
一
つ
の
窓
口
で
行
え
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
形
だ
け
に
捉

わ
れ
ず
、
分
か
り
や
す
い
窓
口
、
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
に
く
い
窓
口
を
目
指
す
仕

組
み
づ
く
り
、
窓
口
部
署
間
の
連
携
の

【
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
導
入
】

　

市
が
保
有
す
る
施
設
は
、
学
校
や
公
民

館
、
庁
舎
、
観
光
施
設
な
ど
数
多
く
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
の
維
持
補
修
に
関

し
て
は
、
各
施
設
管
理
担
当
部
署
が
、
計

画
的
な
維
持
補
修
計
画
を
立
て
て
順
次

補
修
を
行
っ
て
い
る
施
設
も
あ
れ
ば
、
緊

急
的
な
対
応
を
随
時
行
っ
て
い
る
施
設
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
多
く
が
昭
和
40
年
代

後
半
か
ら
昭
和
50
年
代
に
掛
け
て
建
て

ら
れ
た
た
め
、
今
後
10
年
か
ら
20
年
の

間
に
耐
用
年
数
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、

大
幅
な
改
修
、
建
て
替
え
が
一
斉
に
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

大
綱
実
施
計
画
で
は
、
ま
ず
そ
れ
ら

の
施
設
の
統
一
し
た
カ
ル
テ
を
作
成
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
も
と
に
、

全
て
の
施
設
を
対
象
と
し
た
維
持
補
修

計
画
を
作
成
し
、
施
設
の
整
備
、
維
持

管
理
、
修
繕
を
実
施
す
る
こ
と
で
施
設

の
長
寿
命
化
を
図
り
、建
て
替
え・修
繕・

維
持
管
理
に
係
る
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の

縮
減
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、

当
初
の
建
設
時
に
お
け
る
状
況
か
ら
の

変
化
を
正
確
に
把
握
し
、
今
後
の
需
要

や
必
要
性
を
見
極
め
た
上
で
取
り
組
む

よ
う
に
努
め
ま
す
。

強
化
に
努
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
各
窓
口
担
当
部
署
が
個
々
で

行
っ
て
い
た
窓
口
改
善
の
取
り
組
み
を

部
署
を
超
え
、
窓
口
全
体
の
改
善
と
し

て
行
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
庁
内
そ
れ
ぞ
れ
の
部

署
か
ら
窓
口
で
対
応
し
て
い
る
職
員
を

集
め
た
横
断
的
な
連
携
会
議
を
定
期
的

に
行
い
、
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
と
し
ま
す
。
そ
し
て
、
個
々
の
職
員

の
能
力
向
上
は
当
然
の
こ
と
、
職
員
数

が
３
０
０
人
程
度
と
い
う
連
絡
の
と
り

や
す
い
組
織
規
模
を
生
か
し
、
庁
内
の

連
携
強
化
に
よ
る
組
織
力
の
向
上
を
強

く
目
指
し
ま
す
。

市では、津屋崎千軒を活性化するために、この古民家を活用する運営者を募集し
ました。今回、新たな運営者が決まりましたので紹介します。

Ｑ：なぜ津屋崎千軒古民家を運営してみようと思われたのですか？
Ａ： 数年前から福津市の陶芸教室に通っています。福津の豊かな自然や古い町並みなどに次第に引かれるよう
になり、いつかこのような場所で自分の店を持ちたいと考えていたところ、今回の募集を知り応募しました。

Ｑ：どのようなお店にしたいですか？
Ａ： ハーブティーには美肌効果があると言われているものや胃腸に優しいものなど、ブレンドの種類によりさま
ざまな楽しみ方があります。ご来店いただいたお客様がほっこりとした気分になるよう、古民家独特の和の
雰囲気を生かしながら、おもてなしのカフェ、時間を忘れてくつろいでいただける空間作りを心掛けたいです。

Ｑ：どんなメニューがありますか？
Ａ： ハーブティーは１カップ３５０円から、ケーキセットは５５０円
からとなっています。地元の素材を使用したランチも５００円か
らご用意します。また、古民家でしか手に入らないレモングラス
をベースとしたmiyaオリジナルのブレンドハーブティーや２５
種類のブレンド健康茶なども販売します。気軽にお立ち寄りくだ
さい。

Ｑ：オープンにあたり一言お願いします
Ａ： 津屋崎千軒一帯が盛り上がるように、地域の皆さんと一緒に協力してやっていきたいと思います。

　INFORMATION
【営業時間】　
１０：００～１７：００

【休 業 日】
毎週火曜日（火曜日が祝日の場合は翌日）

【場　　所】
津屋崎４丁目１２－２３

【駐 車 場】
専用の駐車場はありませんので、近隣の「まちお
こしセンターなごみ」の駐車場をご利用ください。

【問い合わせ】
運営者／中

なか

宮
みや

好
よし

恵
え

さん　スタッフ／小
お

形
がた

美
み

幸
ゆき

さん
津屋崎千軒古民家　☎５２・４２３０

藍の家藍の家
津屋崎千軒津屋崎千軒
なごみなごみ

市役所市役所
津屋崎庁舎津屋崎庁舎

カメリアホールホール
（市文化会館）（市文化会館）

津屋崎公民館津屋崎公民館

藍の家

うみがめみがめ
お魚センター
うみがめ
お魚センター

津屋崎千軒
なごみ

市役所
津屋崎庁舎

カメリアホール
（市文化会館）

津屋崎公民館

（ティーハウス ミヤ）

津
屋
崎
海
水
浴
場

　 古民家で
ハーブティーのカフェがオープンします

１１月１日（木）
１０：００

▲中宮好恵さん（右）と小形美幸さん
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